
9:30集合

深江キャンパスには港があります。そこから総
トン数449トンの練習船深江丸に乗船し，ミニ
航海を行います。船橋での操船やレーダーの
活用法を学び，機関が動いているところを見学
していただきます。

深江丸洋上ゼミ（Ｐ．２３）
※　事前申込者対象
（保護者の方はご同伴いただけません）

海事博物館の公開（Ｐ．２６）
深江キャンパスには博物館があります。和船
をはじめ歴史的に貴重な船体模型や海図など
広く海事に関する資料を展示しています。

9:30～16:00
※随時

附属図書館の公開（Ｐ．２７）

海事科学部・研究科の学習・研究用に必要な
図書や学術雑誌を取り揃えています。書庫以
外は，ご自由にご覧いただけますので，ぜひご
来館ください。

9:30～16:00
※随時

1回目　12：45～
2回目　13：30～
3回目　14：15～

相談コーナー（Ｐ．２４）
在学生や教職員があなたの質問に丁寧にお
答えします。受験勉強のこと，入学してからの
学習や生活のこと，進学や就職のこと，何でも
気軽にご相談ください。

12:00～16:00
※随時

研究室訪問ツアー（Ｐ．２１，２２）
※　事前申込者対象
(保護者の方はご同伴いただけません）

キャンパス内の研究施設および研究室をご案
内します。教員や在学生が，研究の現場で専
門分野の内容を易しく解説します。

10:15集合

AO入試説明会（Ｐ．３）
AO入試について詳細にご説明します。過去に
行われたAO入試の課題の解説やAO入試合
格者のパネルディスカッションを行います。

15:00～

学科・コース別説明会（Ｐ．３）
各学科・コースに分かれて，各学科・コースの
特色などを説明します。より具体的に大学生
活を想像できる内容になっています。
※3回とも同じ内容

1回目　12：45～
2回目　13：30～
3回目　14：16～

業界相談コーナー（P．２５）
卒業生が就職している業界からＯＢ・ＯGなど
を招きます。仕事の内容や求められる気質，
大学生のうちにやっておくべきことなどの相談
に応じます。

12:00～16:00
※随時

　海から未来を切り拓く！

イ ベ ン ト 項 目 内    容

神 戸 大 学 海 事 科 学 部
オープンキャンパス２０１６

開始時間

ようこそ神戸大学深江キャンパスへ！

研究紹介（Ｐ．４-２０）
各研究室の研究テーマと概要を教員がパネル
展示でご説明します。どの分野からでも，あな
たの興味に合わせてご参加ください。

11：30～12：30
15：00～16：00

※随時

学部・入試説明会（Ｐ．３）
※　事前申込者対象

学部の概要，入試方法，受験体験談等につい
て分かりやすくご説明します。また，「受験体験
談」では学生の生の声をお聞きいただけます。
※3回とも同じ内容

8/10
水
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企画項目 学部・入試説明会 学科・コース別説明会 AO入試説明会 研究紹介 研究室訪問ツアー 深江丸洋上ゼミ 相談コーナー
業界
相談コーナー

海事博物館・
図書館の公開

女子高校生向け
オープンキャンパス

開催場所／
集合場所

4号館3階
4301教室

4号館2, 3階
4205,4206, 4207教室
4302,4304教室

4号館3階
4301教室

4号館2, 3階
4205,4206, 4207教室
4302,4304教室

梅木Yホールに
10:15集合

梅木Yホールに
9:30集合

ラウンジ
コーナー

4号館2, 3階
4204教室
4303教室

海事博物館
図書館

4号館1階
4102教室

15:00～16:00
第２回
15:00～16:00

15:30

16:00

16:00～18:00

16:30

17:00

17:30

18:00

13:30
第２回　13:30～14:00

14:00

14:30 第３回　14:15～14:45

15:00

10:15～11:3011:00

11:30

第１回
11:30～12:30

12:00

第１回　12:45～13:15

神戸大学海事科学部　オープンキャンパス２０１６　タイムテーブル

12:00～16:00 12:00～16:00

12:30

13:00

9:30

9:30～12:00

9:30～16:00

10:00

10:30

事前申込者
対象

第１回目の学部・入試説明会は混雑が予想されますので，入場を
制限させて頂く場合がございます。3回とも同じ内容ですので，その
場合は2回目以降にご参加ください。

研究室訪問ツアーと深江丸体験
乗船は，保護者の方はご同伴い
ただけません。

事前申込者
対象

事前申込者
対象

学科・コース別説明会の開催場所
○グローバル輸送科学科

航海マネジメントコース 4号館3階4304教室
ロジスティクスコース 4号館3階4302教室

○海洋安全システム科学科 4号館2階4205教室
○マリンエンジニアリング学科 4号館2階4206, 4207教室

学部・入試説明会と学科・コース別説明会
は，３回とも保護者の方もご同伴いただけ
る予定ですが，事前申込多数の場合は，
保護者の方の入場を制限させていただくこ
ともございます。
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神戸大学海事科学部オープンキャンパス２０１６ 

「学部・入試説明会」 
 

オープンキャンパスのメインイベントである「学部・入試説明会」では，入試制度の概要

を含む重要事項についてご説明します。また，「在学生による受験体験談」では在学生の生

の声をお聞きいただけます。 

 

実施時間：１回目 １２：４５～１３：１５ 

     ２回目 １３：３０～１４：００ 

     ３回目 １４：１５～１４：４５ 

※ 説明会の内容は全ての回で全く同じものになります。 

実施会場：４号館３階 ４３０１教室 

参加定員 ：５００名 

※ 事前申込み必要（先着順） 

※ 保護者の方もご同伴いただける予定ですが，事前申込み多数の場合は保護者の方の入 

場を制限させていただく場合もございますので，あらかじめご了承願います。 

（保護者の方の待機場所をご用意しております） 

 

 

「学科・コース別説明会」 
 「学科・コース別説明会」は，各学科・コースに分かれて，各学科・コースの特色など

を説明します。より具体的に大学生活を想像できる内容になっています。 

 

実施時間：１回目 １２：４５～１３：１５ 

     ２回目 １３：３０～１４：００ 

     ３回目 １４：１５～１４：４５ 

※ 説明会の内容は全ての回で全く同じものになります。 

実施会場：グローバル輸送科学科 航海マネジメントコース  ４号館３階４３０４教室 

     グローバル輸送科学科 ロジスティクスコース   ４号館３階４３０２教室 

     海洋安全システム科学科             ４号館２階４２０５教室 

     マリンエンジニアリング学科      ４号館２階４２０６，４２０７教室 

※ 事前申込み不要（自由にご参加いただけます） 

 

 

「AO 入試説明会」 
 学部・入試説明会とは別に開催します本説明会では，AO 入試についてより詳しく説明をさ

せていただきます。過去の AO 入試の課題論文と模擬実習についての解説や AO 入試合格者の

パネルディスカッションも行います。 

実施時間：１５：００～１６：００ 

実施会場：４号館３階 ４３０１教室 

※ 事前申込み不要（自由にご参加いただけます） 
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神戸大学海事科学部オープンキャンパス 2016 

研究紹介（会場：４号館各教室） 
 

 海事科学部では海や船などに関する様々な研究に取り組んでいます。次の５つの教室では各

学科・コースが行っている代表的な研究テーマを紹介します。 

 

 (展示室 1: 4302, 4304 室)グローバル輸送科学科 

（展示室 2：4206 室, 4207 室）マリンエンジニアリング学科 

（展示室 3：4205 室）海洋安全システム科学科 

 

グローバル輸送科学科(4302, 4304 室)   
 

ロジスティクスコース (4302 室) 
1-01 超大型船対応コンテナターミナルの効果的形状の提案（今井） 

1-02 郊外住宅団地のオールドニュータウン化とその再生に向けた交通戦略（小谷） 

1-03 ネットワークのモデル化と需要予測（竹林） 

1-04 地球環境に配慮した貨物輸送を考える（秋田） 

1-05 北極海航路の経済性評価と貿易活性化効果（石黒） 

1-06 交通企業の効率性・生産性の分析（酒井） 

1-07 岸壁クレーンの高度化と搬送車両の効果的運用（西村） 

1-08 国際物流戦略を描く（松本） 

1-09 運輸企業の競争戦略を考える（水谷） 

1-10 持続可能な経済・産業システムの設計（尾下） 

1-11 画像からの情報抽出（田中） 

1-12 海上輸送における数理モデルとアルゴリズム（平山） 

1-13 人の学習を支援するコンピュータ（堀口） 

1-14 IDL 支援システムチーム（沖本,酒井,西村） 

1-15 似た写真をどうやって見つけるか（鎌原） 

1-16  新たなインタラクションの創出（長松） 

 

航海マネジメントコース(4304 室) 
1-17 壊さず運ぶために・・・・（齋藤） 

1-18 水の摩擦抵抗を減らす（矢野，伊丹） 

1-19 安全・安心を先取りするリスクパーセプション（古莊） 

1-20 法で守る海の安全（藤本昌） 

1-21    船舶の事故を防ぐ船長・航海士の判断（渕） 

1-22 海を楽しむ（山下） 

1-23 水中運動を科学する（本間） 

1-24 海洋に関する国際法とは？（岡田） 

1-25    Investigating the links between globalism, education, and the maritime industry 

                                                                (ルックス) 
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マリンエンジニアリング学科(4206 室, 4207 室)   
 

2-01 未来熱エネルギーの安全利用を目指して（福田，劉） 

2-02 エネルギーの高効率利用に役立つ材料開発（佐俣） 

2-03 未来のエンジン燃料とは？（段） 

2-04 次世代スーパークリーンエンジンの開発（宋） 

2-05 ワイヤレスで電力を伝送する回路技術（三島） 

2-06 触った感覚（触覚）を遠くに飛ばす技術（元井） 

2-07 船舶エンジン模擬操作による安全管理技術の向上（内田） 

2-08 音を診て判断する検査法の開発（三輪） 

2-09 衝撃波を活用する新しい海事技術を目指して（阿部） 

2-10 超伝導技術を海に活かす（武田） 

2-11 安全率＝１を目指したモノづくり ～計算力学の活用～（福岡，野村） 

2-12 電磁力を利用した新しい海水・油分離装置の開発（赤澤，岩本，梅田） 

2-13 画像を使って計る、動かす（山本） 

2-14    こわさない技術を磨く（井川） 

 

海洋安全システム科学科(4205 室)   
 

3-01 分子を選ぶ、賢い膜材料（蔵岡） 
3-02 イオンビーム分析法を用いた核融合炉トリチウム増殖材の研究（古山） 
3-03 粒子ビーム応用研究（谷池） 
3-04 見えない放射線を可視化する（山内，小田，金崎） 

3-05 大気汚染の状況をシミュレートする（山地） 

3-06 衛星から風を測る（香西） 

3-07 海上の気象現象をコンピュータで科学する（大澤） 

3-08 沿岸海域の環境を守る（林美） 
3-09 大津波が大阪湾を襲う―その時、海と船は―（林美，中田） 
3-10 発光ダイオード光源を利用した船底へのフジツボ幼生の着生制御（三村，廣野，矢野） 
3-11 損傷事故発生時の船舶の安全性評価（橋本） 
3-12    リサイクル素材で水と泥を浄化する（浅岡，岡村） 

3-13    人間の行動の安全性を実験で解明する（嶋田）  
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グローバル輸送科学科(4302, 4304 室) 

ロジスティクスコース（4302 室） 

1-01 物流管理研究室１（今井昭夫 教授） 

超大型船対応コンテナターミナルの効果的形状の提案 

コンテナ船の大型化に対応するため、港湾コンテナターミナル

では様々な工夫が行われています。ターミナルの形状に着目す

ると、オランダのアムステルダム港には船の滞在時間を抑える

ために、大型船の両舷から同時にコンテナの積み降ろしを可能

にしています。しかし小型船が利用する場合に運用上の欠点も

あるため、それを回避できるターミナル形状を提案しています。 
 
 
1-02 交通システム研究室１（小谷通泰 教授） 

郊外住宅団地のオールドニュータウン化とその再生に向けた交通戦略 

郊外住宅団地では、居住者が一斉に高齢期を迎え、自動車

の利用が困難となった高齢者による買い物・通院などの生

活交通の確保、維持が重要な課題となっています。そこで、

本研究では、居住者による生活交通の実態の把握、移動の

利便性（アクセシビリティ）の評価、および改善方策の提

案とその効果予測を目指しています。 
 
 

1-03 海上・航空輸送ネットワーク研究室（竹林幹雄 教授） 

ネットワークのモデル化と需要予測 

航空政策や港湾政策など、国土計画を立てる上で必要不可欠な

「需要予測」を行うための数理計画モデル（およびそれを用い

たアプリケーション）を開発しています。Demand-supply 
interaction model を発展させた bi-level 市場モデルを開発し、現

在は実務への応用を進めつつあります。 
 
 

1-04 交通システム研究室２（秋田直也 准教授） 

地球環境に配慮した貨物輸送を考える 

船で貨物を運ぶには、輸出では生産地から港湾まで、輸入では港

湾から消費地まで貨物を輸送しなければならず、その大半は超大

型のトラックで行われています。本研究では、こうした港湾に発

着するトラックの交通実態を調査・分析し、地球環境への影響が

小さな貨物輸送システムを考案することを試みています。 
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1-05 運輸基盤研究室（石黒一彦 准教授） 

北極海航路の経済性評価と貿易活性化効果 

海氷が減少したことにより、北極海の通航が可能となって

います。北極海航路を利用した東アジア欧州間の航海距離

は、現在主流のスエズ運河経由と比較して約４割短いです。

本格的に北極海航路が利用されれば、世界の輸送ネットワ

ークが変化し、日本にも大きな影響が及びます。当研究室

ではその影響と対策について考えています。 
 
 

1-06 輸送経営研究室（酒井裕規 准教授） 

交通企業の効率性・生産性の分析 

本研究室では交通企業の経営問題について研究していま

す。中でも近頃テレビでも話題になっている地方自治体が

経営する公営交通が、どの程度効率的なのか、またどのよ

うな要因がその効率性値に影響を与えているのかを分析

しています。これらの結果より公営企業の企業行動を明ら

かにして、今後の経営改善化策を考えています。 
 
 

1-07 物流管理研究室２（西村悦子 准教授） 

岸壁クレーンの高度化と搬送車両の効果的運用 

コンテナ船の巨大化に伴い、港湾ターミナルでは一度到着す

る膨大なコンテナに対し、荷役時間延長を抑えるための様々

な工夫がされています。例えば、岸壁クレーンや搬送車両の

高度化が行われ、複数コンテナを一度に揚げ積み・搬送可能

となっています。そこで導入効果が発揮できる運用方法につ

いて考えます。写真は、Shipping News & Views（https://shipping 
newsandviews.wordpress.com/2010/03/23/triple-lift-container-  

crane/）より。 
 
 

1-08 交通経済研究室（松本秀暢 准教授） 

国際物流戦略を描く 

当研究室では、経済学的な手法を援用しながら、地球規模

で展開される効率的な輸送／物流活動を主な研究対象とし

ています。空港／港湾間競争、およびそれに伴う都市間競

争が始まっている現在、日本がどのような国際物流戦略を

描き、世界、特にアジア地域において、いかに拠点性を維

持／確保するかは、極めて今日的な問題です。 
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1-09 経営戦略研究室（水谷淳 准教授） 

運輸企業の競争戦略を考える 

わが国でも昨年から話題となっている格安航空会社（LCC）
はどのようにして格安運賃を達成しているのでしょうか、

また LCC のライバルとなる大手航空会社や新幹線はどのよ

うな対抗策を採っているのでしょうか。本研究室では、旅

客・貨物を問わず、世界各国の運輸企業の競争戦略を実デ

ータの数理的な分析によって考察しています。 
 
 

1-10 環境経済システム研究室（尾下優子 講師） 

持続可能な経済・産業システムの設計 

様々な要因が複雑に絡みあう環境問題を解決するために

は、自然科学・工学による直接的なアプローチだけでなく、

社会・経済・産業システムを変えていく必要があります。

当研究室では、環境・資源・経済・災害問題などの多方面

から産業の構造を解析し、持続的かつ強靭なシステム設計

を目指しています。 
 
 

1-11 画像処理研究室（田中直樹 教授） 

画像からの情報抽出 

画像処理技術を用いて画像の内容を分析する研究を行っていま

す。具体的には、(1) 街の中で撮影された景観中の文字列の抽出

処理 (2) 道路面の画像からクラックや白線などを識別 (3) 古文

書などのように汚れたりかすれたりしている劣化した文書画像

の 2 値化処理などの課題に取り組んでいます。右図は、文字列

抽出例です。 
 
 

1-12 知能情報学研究室 I（平山勝敏 教授） 

海上輸送における数理モデルとアルゴリズム 

たくさんの人や物を運ぶことができる船は海上輸送シス

テムの主役です。海上輸送システムを全体として効率的に

運用するには、情報技術やその基礎となる数学的な考え方

が重要です。本パネルでは、海上輸送システムの効率的な

運用につながる情報科学の基本的な方法論と応用研究の

概要を分かり易く紹介します。 
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1-13 知識システム研究室（堀口知也 教授） 

人の学習を支援するコンピュータ 

人がさまざまな知識や技能を学習する能力には驚くべきも

のがあり、膨大な情報を記憶したコンピュータでも歯が立

たない難しい問題を、熟練した人は簡単に解くことができ

ます。その学習メカニズムを情報科学的に解明し、誰もが

熟練者になれるよう手助けしてくれる能力を持つコンピュ

ータの実現を目指しています。 
 
 

1-14 IDL 支援システムチーム（沖本天太、酒井裕規、西村悦子 准教授） 

災害研究：乗合バス路線を活用した災害時の知的ロジスティクス支援システムの構築 

防災、減災、傷病者や避難民の救済・救援活動等の災害対

策を考えることは、自然災害大国といわれる日本において、

最重要課題の１つである。阪神淡路大震災や東日本大震災

からの教訓として、迅速かつ効率的な救済・救援活動の鍵

となる「災害時におけるロジスティクス」の重要性が認識

されている。本研究チームでは、乗合バスに着目し、乗合

バス路線を活用した災害時の知的ロジスティクス 
(Intelligent Disaster Logistics, IDL)支援システムを構築する。 
 
 

1-15 マルチメディア研究室（鎌原淳三 准教授） 

似た写真をどうやって見つけるか 

インターネットで写真を探すときに言葉を使うと色々な

写真が見つかりますが、名前の分からない写真の中に写っ

ているものと同じものを見つけるのはコンピュータには

難しい作業です。研究室では P2P ネットワーク上に位置情

報を持った写真をエージェントとして配置して分散並列

によって検索する技術を研究しています。 

 
1-16 ヒューマンインタフェース研究室（長松 隆 准教授） 

新たなインタラクションの創出 

人と機械との間で情報のやりとりを上手くするにはど

うすべきかについて研究を行っています。現在は特に視

線計測装置の開発とその応用を中心に行っています。具

体的には、視線を計測するときの眼球モデル、視線の計

算方法、個人毎のキャリブレーション手法、コンピュー

タディスプレイ上の視線の計測、博物館での視線の計測、

車での視線の計測などです。
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航海マネジメントコース（4304 室） 

1-17 輸送包装研究室（齋藤勝彦 教授） 

壊さず運ぶために・・・・ 

輸送包装研究室は、輸送現場で問題となっている包装技術に

関する広範な領域を研究教育の対象にしており、輸送中に物

が壊れないような包装を考える日本で唯一の研究室です。研

究室の輸送包装試験機群はユニークなもので、関連企業等か

らの協同プロジェクトを積極的に受け入れており、伸び伸び

とした研究教育環境を提供しています。 
 
 
1-18 深江丸船長・機関長研究室（矢野吉治 教授，伊丹良治 特命教授） 

水の摩擦抵抗を減らす 

船が航走する際、摩擦抵抗、形状抵抗、造波抵抗や空気抵抗 
などが船体に作用します。この中で水の粘性に基づく摩擦抵 
抗は全抵抗の 40～50％を占めます。船は速力を２倍にすると 
１時間あたりの燃料消費量は８倍にもなることから、世界最 
高水準の低摩擦型船底防汚塗料による船舶の省エネルギー化 
と同時に船舶からの二酸化炭素排出削減に向けた研究を展開 
しています。世界初の試みですが、環境負荷の低減に向け防 
汚成分に銅や亜鉛などの重金属を含まない船底塗料の試験塗 
装に着手しています。 
 
 

1-19 国際海事研究センター・海事教育研究部門（古莊雅生 教授） 

安全・安心を先取りするリスクパーセプション 

未来のことは誰にもわかりません。事故や災害に遭うことが

予測できれば、回避しようと努力します。この事故や災害か

ら自分自身、家族、仲間、組織を守るための危険予測の手法

がリスクパーセプションです。事故や災害のわずかな予兆を

見逃さないことがリスクパーセプションの第１歩です。日常

生活に潜む危険の芽を探しましょう。 
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1-20 国際海事研究センター・海事政策科学研究室（藤本昌志 准教授） 

法で守る海の安全 

日本は、四方を海で囲まれており、豊かな海からの多くの恩

恵を受けています。一方で、日本では天然資源がほとんど産

出されないため、衣食住に必要な原材料のほぼ 100％近くを

海外から輸入しています。船舶による海上輸送は、日本の豊

かな生活と産業を支える重要なインフラであり、それらの安

全を確保することは非常に重要です。法学的見地から船舶に

よる海上輸送の事故を減らし防止することを研究していま

す。 

 

 
1-21 国際海事研究センター・海事人的要因研究室（渕 真輝 准教授） 

船舶の事故を防ぐ船長・航海士の判断 

船長・航海士は船舶を安全に運航するために多くの判

断をしていますが、時に誤った判断（ヒューマンエラ

ー）をすることがあります。このような誤った判断を

防ぐこと、また一つの誤りから事故に至らないように

するために、船長・航海士の特徴を研究しています。

また研究成果を現場に還元する方法を検討していま

す。 

 
 
1-22 海洋人間科学研究室（山下和雄 准教授） 

海を楽しむ 

「働くこと」と「休むこと」のバランスの取れた社会は、創

造的な労働活動や文化活動への活力のある社会と言われて

います。日本も先進国と言われながら、休暇の取得率は低く、

ワークライフバランスが問題となっています。海での余暇活

動の一つであるヨットの指導カリキュラムや冒険航海の教

育効果などを研究しています。 
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1-23 海洋人間科学研究室（本間正信 准教授） 

水中運動を科学する 

人間の行う水中運動は、競技や健康を目的とした様々なもの

があります。より速く泳ぐにはどのような技術が必要なのか、

主に映像から研究しています。写真のような映像から手部の

動きを分析すると、発揮している推進力を推定することがで

きます。また水中運動の健康への効果を、より高める運動方

法についても研究しています。 
 
 
 
1-24 法学研究室（岡田順子 准教授） 

海洋に関する国際法とは？ 

海は誰のもの？海上の安全はどのように守られる？海をき

れいに保つためには？ こうした問題は国際社会の中でル

ールを定めています。この研究室では、海に関する国際法は

どのようなものか、それはどのように作られたのか、国家間

の意見の相違はどのようなものだったのか、といったことを

検討して、今の海事社会に適用している法を考察します。 
 
 
1-25  Global Maritime Studies 研究室 (ルックス マシュー 准教授) 

Investigating the links between globalism, education, and the maritime 

industry 

Our planet is experiencing a new age of global interconnectivity; the maritime industry is 
one of the main forces behind this global era, and English is used as the global language. 
Young people today need to become more aware of their place in an increasingly 
international society, so learning research and academic English skills are proving to be 
valuable tools in the global economy. Students who join the Global Maritime Studies lab 
immerse in a learning environment 
that is completely in English, and learn 
how to carry out advanced level 
research in maritime and educational 
fields. 
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マリンエンジニアリング学科（4206,4207 室） 

2-01 熱工学研究室（福田勝哉 教授，劉秋生 教授） 

未来熱エネルギーの安全利用を目指して 

沸騰による冷却やヘリウムガスによる冷却を応用して、未来

エネルギーの冷却システム、半導体冷却システム、船舶の排

熱回収・蓄熱・冷却システムに関する研究を行っています。

また、核融合炉ダイバータ高密度除熱冷却システムに関する

研究を行っています。 
（写真：熱工学実験棟，高密度除熱強制対流実験設備） 
 
 
2-02 電子物性工学研究室（佐俣博章 教授） 

エネルギーの高効率利用に役立つ材料開発 

太陽電池を使用すると、光を電気エネルギーに直接変換する

ことができます。しかし、太陽から地表に届く全ての波長域

の光を電気に換えられるわけではありません。そこで、太陽

電池がより吸収しやすいように太陽光スペクトルを変形する

波長変換材料を開発しています。この材料の利用によって発

電の高効率化が期待できます。 

 
 

2-03 内燃機関工学研究室（段智久 教授） 

未来のエンジン燃料とは？ 

多くの船は石油を燃やして運転するエンジンを動力源として

います。石油は埋蔵量が有限な資源ですから、このまま使い

続けると将来は不足します。そこで石油に替わる物質でエン

ジンを運転できないかを研究しています。写真は燃料が広が

る様子を撮影したもので、特殊な物質（ジメチルエーテル）

を石油に混合することで幅広く拡散することが分かります。 
 
 

2-04 エネルギー流体科学研究室（宋明良 教授） 

次世代スーパークリーンエンジンの開発 

エンジン燃焼による CO2 や環境汚染物質の削減には、エンジ

ン筒内に噴射する燃料噴霧の微粒化分散制御が有効です。次

世代スーパークリーンエンジンの開発に不可欠な燃料噴霧

制御技術と排ガス後処理技術の革新を目指し、国内外の大学、

企業、研究所と共同で超高速度可視化計測実験や独自の数値

シミュレーション等に取り組んでいます。 
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2-05 電気工学研究室・パワーエレクトロニクス分野（三島智和 准教授） 

ワイヤレスで電力を伝送する回路技術 

無人搬送車両(AGV)や電動車両など電気で動く移動

体機器内部のバッテリ充電システムとして、導線や

ケーブルを使用しない非接触給電（ワイヤレス給

電）が注目されています。本研究室では、電磁誘導

現象を利用した非接触給電システムの研究に取り

組んでおり、特に新世代半導体材料である窒化ガリ

ウム(GaN)パワートランジスタを適用した“超高効

率”電力変換装置の開発を目指しています。 
 
 
2-06 電気工学研究室・モーションコントロール分野（元井直樹 准教授） 

触った感覚（触覚）を遠くに飛ばす技術 

制御工学、メカトロニクスを基盤としたモーションコント

ロールに関する研究を行っています。特に深海や宇宙、原

子力プラントなどの人が立ち入れない場所や、遠隔医療な

どに適用可能な、ものを触った感覚（触覚）を伝達する遠

隔操作技術を柱とし、人に優しく役に立つシステムの構築

を目指し研究を行っています。 

 
 

2-07 推進システム工学研究室（内田誠 教授） 

船舶エンジン模擬操作による安全管理技術の向上 

MEPS(Marine Engine Plant Simulator)は、船のエンジン

の操作および作動をコンピュータ上で模擬するシミュレー

タです。実船では危険を伴う異常であっても、MEPS では

安全に幾度でも再現可能です。この特長を活かした模擬再

現実験を通じて、安全管理技術の改善や検証の提案を行い

ます。 
 

2-08 船舶機関管理学研究室（三輪誠 講師） 

音を診て判断する検査法の開発 

大型船の機関室では、機関内部に潜り込み、小さなハンマ

ーを使って部品を打撃し、発生した打撃音から善し悪しを

判断する点検が行われています。人間が音を聞いて判断す

る点検法ですので、判断を誤ることも少なくありません。

研究室では、誰でも高精度に良否を判断できる検査手法の

開発を進めています。 
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2-09 衝撃科学研究室（阿部晃久 教授） 

衝撃波を活用する新しい海事技術を目指して 

本研究室では、「衝撃波や衝撃現象の解明と海事分野への積極的な衝撃

波の活用」をテーマに掲げ、実験、理論解析、数値シミュレーション

などの方法によって研究を進めています。近年は特に、マイクロバブ

ルが放出する衝撃波を利用した船舶バラスト水の殺菌処理や船底付着

生物除去への応用技術の確立に力を入れています。 
 
 

2-10 超伝導科学研究室（武田実 教授） 

超伝導技術を海に活かす 

超伝導現象を基礎とした極低温科学技術をいかに「海」に

活かすかという研究を行っています。特に、「水素」をキー

ワードとして、海洋環境・エネルギー問題の解決を目指し

ています。例えば、超伝導電磁推進船、海流 MHD 発電・

水素発生（写真は実験装置を示します）、水素エネルギーの

海上輸送基盤技術などの研究を行っています。 
 
 

2-11 設計加工システム学研究室（福岡俊道 教授，野村昌孝 准教授） 

安全率＝１を目指したモノづくり ～計算力学の活用～ 

工業製品を設計する際、材料が破壊を起こす応力と設計上安全

に使用できる応力の上限との比である安全率を設定・使用しま

す。この設計段階において、実構造物の正確な使用状況・モデ

ル化を行った計算力学を活用することで、実際の挙動を正しく

評価した「安全率＝１」を目指した無駄のないモノづくりに関

する研究を行っています。 
 
 

2-12 物性物理学教員グループ（赤澤輝彦 准教授，岩本雄二 准教授，梅田民樹 准教授） 

電磁力を利用した新しい海水・油分離装置の開発 

物性物理学教員グループは、物理学の基礎研究だけでなく、物

理学をマリンエンジニアリングに応用する研究も行っています。

フレミングの法則として皆さんが学習している電磁力(磁場中

を流れる電流に作用する力)を利用した海水・油分離装置の開発

研究もその一つです。コンピュータシミュレーションと実験の

両面から、装置の効率化を目指す研究を行っています。 
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2-13 電気工学（計測制御分野）研究室（山本茂広 准教授） 

画像を使って計る、動かす 

画像から情報を取り出して計測や機械を制御する研究をしていま

す。カメラから得られる視覚情報でロボットを誘導する方法、全

天カメラの画像を解析して短期的な日射量変化を予測し、太陽

光・ディーゼルハイブリッド発電装置を制御する方法、船舶の安

全航行のために海上の画像から船を検出して位置を計測する方法

などです。 
 
 

2-14 予防保全技術研究室（井川博雅 准教授） 

こわさない技術を磨く 

こわさない技術の研究として，船舶機関のボルトの締結

に関する研究や体感型機関シミュレータの開発と利用な

ど，プラントの工学的安全性についての研究をしていま

す。図は体感型機関シミュレータの一例で，手のひらの

感覚により機関室の配管温度を知り，機関の故障を判断する 訓練を行う

ことを目的として現在開発中です。 
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海洋安全システム科学科(4205 室)  

 3-01 機能性材料研究室（蔵岡孝治 教授） 

分子を選ぶ、賢い膜材料 

酸素、水蒸気、二酸化炭素などの分子を選んで透過あるい

は透過させない機能を持った新しい膜材料の研究を行な

っています。二酸化炭素だけを選んで透過させる膜は大気

などからの二酸化炭素の回収に役立ちますし、酸素と水蒸

気を透過させない膜は酸化や吸湿から商品を保護する包

装材料として使用できます。 
 
 
3-02 粒子ビーム工学研究室 （古山雄一 教授） 

イオンビーム分析法を用いた核融合炉トリチウム増殖材の研究 

トリチウム(T)を燃料とした未来の核融合炉発電において T は

天然に存在しないため、核融合反応で生じる中性子とリチウム

(Li)の反応により、T を生産する。Li 材料では Li 化合物が有力

な候補材料である。我々は加速器で生成される高エネルギーの

イオンを用いた分析によって、トリチウム増殖材の研究を行っ

ている。 
 

3-03 粒子ビーム工学研究室（谷池晃 准教授） 

粒子ビーム応用研究 

現在、核融合炉の開発が国際協力の元で行われています。我々

は高エネルギー粒子ビームを利用し、核融合プラズマの電位

分布計測装置に関する研究と、核融合反応を計測するための

ガンマ線カメラの研究開発を行っています。さらに、イオン

ビームを用いた放射線グラフト重合法に関する研究を行って

います。 
 
 

3-04 環境応用計測科学研究室（山内知也 教授，小田啓二 教授，金崎真聡 助教） 

見えない放射線を可視化する 

目には見えない放射線の通り道を可視化する研究を実施。右の

写真では特殊なプラスチック中に形成されたリチウムイオン

の通り道が、化学エッチング処理によって円錐形の小孔になっ

ています。右の円錐は途中で折れ曲がっていますが、これはリ

チウムイオンとプラスチックを構成する炭素原子とが衝突し

た結果です。顕微鏡観察が体験できます。 

油水分離膜

二酸化炭素分離膜

ガスバリア膜
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3-05 海洋・気象研究室（山地一代 准教授） 

大気汚染の状況をシミュレートする 

健康や生態系に対してインパクトをもたらす光化学オ

キシダントやエアロゾルの大気中濃度の上昇の原因を

解くために、数値シミュレーション技術を用いた研究を

進めています。さらに、大気中の物質濃度やその挙動を

できるだけ正確に捉えることができるシミュレーショ

ン手法の開発を目指しています。 
 
 
3-06 海洋・気象研究室（香西克俊 教授） 

衛星から風を測る 

地球観測衛星搭載の様々な合成開口レーダーや散乱計か

ら得られる画像を用いて海上風速の推定、風力エネルギー

資源評価を行っています。洋上風力資源評価のための衛

星画像解析だけでなく、現場及びメソ気象モデルを利用し

て検証を行い、洋上風力資源開発への貢献を目指していま

す。 

 
 

3-07 海洋・気象研究室（大澤輝夫 准教授） 

海上の気象現象をコンピュータで科学する 

洋上風力エネルギーの利用や船舶の安全航行、マリンレ

ジャー等において、海上での気象現象の把握は非常に重

要です。本研究室では、大規模なコンピュータを用いて

気象現象の再現シミュレーションを行い、現象の解明や

解析、高精度な気象情報のデータベース化を行っていま

す。 

 
 

3-08 海洋・気象研究室（林美鶴 准教授） 

沿岸海域の環境を守る 

沿岸海域の環境は様々な要素の複合で形成されており、大

きく時空間変動します。そのため環境保全は、物理・生物・

化学の全方面から総合的に検討する必要があります。また

手法としても現場観測と数値シミュレーションの両方が必

要で、これら複合的な視点と手法により海洋環境問題につ

いて研究しています。 
 
 

18



 

 

3-09 津波マリンハザード研究講座（林美鶴 准教授，中田聡史 特命助教） 

大津波が大阪湾を襲う―その時、海と船は― 

予想される南海トラフ地震による津波が大阪湾をどのよう

に襲うのか、数値シミュレーションを使って調べています。

気象、河川出水、潮汐などの現実的な自然環境も考慮します。

その結果、海洋環境や船舶の津波被害（津波マリンハザード）

を高精度に予測でき、合理的な減災・防災案を提案する超学

際的な教育研究を目指します。 
 
 
 

3-10 海事環境と生物学研究室（三村治夫 教授，廣野康平 准教授，矢野吉治 教授） 

発光ダイオード光源を利用した船底へのフジツボ幼生の着生制御 

海上輸送はグローバルビジネスに不可欠である。一方、船舶活

動は大気汚染、バラスト水排水に伴う外来生物種の定着、船底

付着生物の成長にともなう燃費の増加等、「エネルギー消費と

環境破壊」と密接に係る。海上輸送が持続可能であるためには、

「経済性」確保が核心的に重要で、これらすべてに船底防汚技

術が関与する。 
 
 
 
 
3-11 海事安全システム学研究室（橋本博公 准教授） 

損傷事故発生時の船舶の安全性評価 

衝突や座礁により船体が破損しても、転覆や沈没など最悪の

事態に至らない残存性の確保が船舶設計の重要課題です。ま

た、乗客の安全な避難のためには、浸水時間や経路の推定も

必要となります。そこで、損傷区画への複雑な浸水影響を考

慮した損傷船舶の動揺シミュレーション法を開発し、 損傷時

の安全性向上に貢献しています。 
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3-12 海事環境管理研究室（浅岡 聡 助教，岡村秀雄 教授） 

リサイクル素材で水と泥を浄化する 

大阪湾など入り組んだ地形で大都市に隣接する海では、陸から多量に流れてきた生活排水や工

場排水に含まれる栄養塩が湾内に留まり、植物プランクトンが大増殖する富栄養化が大きな環

境問題となっ

ています。富栄

養化を防ぐた

め、産業活動の

副産物（リサイ

クル素材）を有

効活用して、水

や泥の浄化を

行っています。 
 
 
3-13 実験認知安全論研究室 (嶋田博行 教授) 

人間の行動の安全性を実験で解明する 

安全を考えるには、安全基準を満たすだけでなく人間が

行う管理面に着目する必要があります。人間が行う認知

活動の中で、複雑な環境に対するマインドの対処を反応

時間の側面から捉えることを目的にしています。図は連

携創造本部で行った工学部の先生との共同研究の紹介で

す。 
 

石炭灰造粒物（火力発電より） 鉄鋼スラグ（製鉄より） 牡蠣殻片（牡蠣養殖より）

各種リサイクル素材の写真
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神戸大学海事科学部オープンキャンパス２０１６ 

「研究室訪問ツアー」 
 

今年のオープンキャンパスでは，下記の８研究室を小グループに分かれて見学する「研

究室訪問ツアー」を企画しています。 

 

実施時間 ： １０：３０～１１：３０ 

集合場所 ： 総合学術交流棟１階 梅木Ｙホール （１０：１５集合） 

参加定員 ： Ａコース 20 名，Ｂコース 20 名，Ｃコース 20 名，Ｄコース 20 名 

 

※ 事前申込みが必要です。（先着順） 

※ 事前申込み時に下記Ａ・Ｂ・Ｃ・Ⅾいずれかのコースを選択してご参加いただきます。 

※ 「研究室訪問ツアー」と「深江丸洋上ゼミ」はどちらか一方のみ申込みいただけます。 

※  保護者の方はご同伴いただけませんので，あらかじめご了承ください。 

 

訪問ツアーＡ： 海洋計測・船舶運航コース（定員２０名） 

 

○ 海洋・航海計測学 領域 

「海中精密探査に用いる水中超音波に関する実験」

を研究室の4年生と一緒にチャレンジしてみよう！ 

 

 

○ 船舶運航シミュレータシステム 

巨大船を操る頭脳部（船橋）と動かす心臓部（機関

室）を体験しませんか？ 

訪問ツアーＢ： 経営戦略・情報処理コース（定員２０名） 

 

○ 経営戦略研究室 

航空会社の運賃戦略についてデータ分析してみよ

う！ 

 

○ 海事情報処理演習室（MIPC1） 

研究分野の多様性を特色とする海事科学部の様々

な計算機環境ニーズに応えます。 
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訪問ツアーＣ： 大気環境・海洋波コース（定員２０名） 

 

○ 海洋・気象（大気環境）研究室 

大気汚染のシミュレーションを紹介します。 

 

 

○ 総合水槽実験棟 

巨大な実験水槽内に海洋波を再現し，その特徴を解

説します。 

 

 

 

訪問ツアーＤ： 破壊現象・加速器コース（定員２０名） 

 

○ 構造強度シミュレーション工学研究室 

瞬時に生じる破壊現象を視覚的に捉え，そのメカニ

ズムを解明するために，様々な高速度撮影実験，数

値シミュレーションを行っています。 

 

○ タンデム静電加速器（粒子ビーム工学研究室） 

高速に加速したイオンを使って，組成を調べたり，

新しい物質を作ったり，原子核反応を起こしたりで

きる装置を紹介します。 

 

 

 

 

※各訪問ツアーで訪れる研究室の研究内容と関係の深い学科／コースは次の通りです。 

 グローバル輸送科学科 海洋安全システ

ム科学科 

マリンエンジニアリング学科 

航海マネジメン

トコース 

ロジスティクス

コース 

機関マネジメン

トコース 

メカトロニクス

コース 

訪問ツアーＡ ○   ○  

訪問ツアーＢ  ○    

訪問ツアーＣ   ○   

訪問ツアーＤ   ○  ○ 
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神戸大学海事科学部オープンキャンパス２０１６ 

「深江丸洋上ゼミ」 

練習船の運航を体験しながら暮らしを支える海運への 

理解を深めよう！ 
 

 深江丸の洋上ゼミでは，実際に船の運航を体験し見聞しながら，阪神港神戸区や六甲山麓に位

置する港町“神戸”を船上から遠望します。海上物流や船舶への理解を深め，日本にとって不可

欠な海運と海運に関連した様々な分野で活躍する人々に思いを馳せましょう。 

 

【深江丸プログラム】 

09:30  総合学術交流棟（梅木Ｙホール）に集合 ⇒ 乗船 

10:00  海事科学部ポンド出港，出港操船見学（コンパス船橋） 

      阪神港神戸区・六甲アイランドコンテナヤードを海から見学 

10:50   運航体験（船橋・機関室見学）※機関室見学については希望者のみ 

11:30   入港見学（船橋またはコンパス船橋） 

11:50  海事科学部ポンド着 

12:00 頃 下船 

 

参加定員 ：１００名 

※ 事前申込み必要（先着順） 

※ 「深江丸洋上ゼミ」と「研究室訪問ツアー」は，どちらか一方のみ申込みいただけます。 

※ 保護者の方はご同伴いただけませんので，あらかじめご了承ください。 

※ 「深江丸洋上ゼミ」は，午前中１回だけの航行になります。（午後は停泊しています。） 

※  天候等の事情により，安全のため運航を中止する場合があります。 

 

【服装についての注意事項】 

 安全上の理由により，下記のとおり服装・靴にご注意ください。 

 

○活動しやすい服装で参加ください。スカート・ショートパンツでの乗船はご遠慮ください。 

 ズボンを着用してください。 

 また，袖口やズボンの裾が大きく開いているもの，飾りのベルト等が出ているもの，シャツを

ズボンから出している状態は，緊急時だけでなく平時の船内行動にも支障をきたしますので，

着用をご遠慮願います。 

○スリッパ，サンダル，下駄，ハイヒール靴では乗船できません。 

運動靴など，動きやすく靴底が滑りにくい清潔な靴を着用してください。 

 

＜洋上ゼミ実施風景＞ 
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神戸大学海事科学部オープンキャンパス２０１６ 

「相談コーナー」 
 

 在学生や教職員があなたの質問に丁寧にお答えします。受験勉強のこと，入学してからの 

学習や生活のこと，進学や就職のこと，何でも気軽にご相談ください。学部入学試験だけで

なく,３年次編入学試験や大学院入学試験についての相談もこちらでお答えします。 

 

実施時間：１２：００～１６：００ 

実施会場：４号館１階 ラウンジコーナー 

※ 事前申込み不要（随時，自由にご参加いただけます） 

 

 

過去にいただいたご質問の一部を紹介します。 

 

【学部の概要について】 

・ 各学科の特色を教えてください 

・ 学科・コース配属について教えてください 

【入試について】 

・ 一般入試のセンター試験・個別学力検査の

配点について 

・ ＡＯ入試，推薦入試，一般入試のいずれで

受験すれば良いか 

・ ＡＯ入試と推薦入試の違いについて 

【受験勉強について】  

・ オススメの勉強法はありますか 

・ 受験勉強のモチベーション維持について 

・ 文系から理系に進路変更を考えていますが，

学習法のアドバイスをお願いします 

・ （高校生のとき）文系・理系の選択はどの

ようにしましたか 

・ 英語と古典の勉強法についてアドバイスを 

・ 物理を履修していません（物理が苦手です）

が，合格できますか 

【資格について】 

・ ４年間で海技士（航海士・機関士）資格を取

得できますか 

・ 海技士資格の１～３級の違いは何ですか 

【大学の授業・学生生活について】 

・ 各学科の特徴的な授業はありますか 

・ 水泳はできないといけないのですか 

・ 船舶実習には，体力は必要ですか 

・ 船舶実習（女子）の生活について 

・ 六甲台キャンパスと深江キャンパスを往復

しないといけないのですか 

・ 留学を希望していますが，できますか 

・ 一人暮らしについて 

・ 学生寮について（入寮資格，寮生活） 

・ アルバイト，生活費について 

・ 奨学金について 

・ どんなクラブ・サークルがありますか 

【進路について】 

・ 就職先について（船舶職員以外の就職先は

どんなところがあるか） 

・ 女子の就職状況を教えてください 

・ 乗船実習科と就職の関係について 

・ 海技士資格を取得後，働くのは船上だけで

すか，陸上勤務はありますか 

 

＜ 実 施 風 景 ＞
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神戸大学海事科学部オープンキャンパス２０１６ 

「業界相談コーナー」 
 

 

 本学部の卒業生あるいは大学院の修了生の多くが就職している業界を紹介します。今回は，

海運業界，造船業界，舶用機械業界３分野に属する会社・団体からそれぞれ関係者を招きま

す。  

  

 

 本学部（大学院）から就職できる業界の概要，仕事の内容，やりがい，求められる気質，

大学で学ぶべきこと等，いろいろな視点からの質問に答えていただきます。皆さんの将来の

夢について，その現場の方々から直接お話が聞けます。 

  

 

 

 実施時間：１２：００～１６：００  

 実施会場：造船業界・舶用機械業界  ４号館２階 ４２０４教室 

       海運業界             ４号館３階 ４３０３教室 

 ※ 事前申込み不要（随時，自由にご参加いただけます） 

 

 

 

              <実施風景> 
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神戸大学海事科学部オープンキャンパス２０１６ 

「海事博物館の公開」 
 

 

 

 

神戸大学海事博物館は，その前身の神戸商船大学やさらにその前の神戸高等商船学校時代から現

在にかけて海事に関する参考資料を広く収集展示して教育研究の資に供し，あわせて海事の普及に

寄与することを目的として 1958(昭和 33)年に『海事参考館』として発足しました。爾来，収蔵資料

の保管とともに社会変化で散逸しつつあった資料の蒐集に努めています。1967(昭和 42)年の神戸商

船大学 50 周年（私立川崎商船学校創基 50 周年）記念事業において現在の展示室が講堂の一階部分

に完成したのを機に『海事資料館』へと改称し，さらに 2003(平成 15)年 10 月１日に神戸商船大学

と神戸大学とが大学統合しましたが，その１年後の 2004(平成 16)年 10 月１日に『海事博物館』へ

と名称を改めて現在に至ります。 

収蔵品には，江戸時代後期から瀬戸内海や日本沿岸で活躍した北前船の和船模型を始め和船の部

分実物，船大工の板図や大工道具類，航路図や海路図屏風，航海の安全を祈願して奉納された絵馬，

西洋型帆船や商船模型，近代の航海用具，レシプロ機関やボイラー模型，進水式絵葉書，船や船旅

と近代の日本商船隊に関連した寄贈コレクションの他，寄贈書籍など約３万点を数えます。 

 当館では常設展示の他に毎年７月の「海の日」を記念して企画展を開催しています。この深江キ

ャンパスは来年(2017 年)創基 100 周年を迎えますことから，今年と来年のテーマを『神戸における

海技者教育 100 年の歩み』と題して，企画展を前半と後半に分けて開催しています。 

  

実施時間：９：３０～１６：００          

実施会場：海事博物館 

※ 事前申込み不要（随時,自由にご覧いただけます。） 
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神戸大学海事科学部オープンキャンパス２０１６ 

「附属図書館海事科学分館の公開」 

 

 

附属図書館海事科学分館は、主に海事科学部・研究科の方々を対象とした図書館です。 

蔵書の中心は、海事関係の図書・学術雑誌であり、全国でも数少ない海事図書館として 

広く利用されています。 

建物は、本館 2階建と 1号館の一部として建築された書庫（4層）からなリます。 

本館 1階には、グループ学習室・学生自習室および談話スペースがあります。 本館 2階

の開架室には、英語多読図書・シラバス図書（授業で使われる教科書・参考書）コーナーな

どがあり広く活用されています。 

 

実施時間：９：３０～１６：００          

実施会場：附属図書館海事科学分館 

※ 事前申込み不要（随時,自由にご覧いただけます。） 
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